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投稿題名 インフルエンザ －いろいろな種類があります－ 

投稿先 福井新聞 「福井ものしり館」 

担当 平野 映子 （保健衛生部） 

掲載日時 平成２６年１月１３日（月） 

概要 毎年冬になると日本では 10 人に 1 人がインフルエンザにかかるといわ

れている。A 型インフルエンザウイルスは表面にあるヘマグルチニン

（HA ：H1～H16 の 16 種類）とノイラミニダーゼ（NA：N1～N9 の 9

種類）と呼ばれる 2 種類の突起の組み合わせによりさらに細かく分類され

る。A 香港型は 3 番目の HA と 2 番目の NA を組み合わせて持つ H3N2 で、

2009 年に世界中で大流行したインフルエンザ（AH1pdm09）は H1N1（1

番目の HA と 1 番目の NA）で、平成 25 年 2 月ごろに中国で初めてヒト

への感染が確認された鳥インフルエンザウイルスは H7N9（7 番目の HA

と 9 番目の NA）である。一方、B 型インフルエンザウイルスは突起の種

類ではなく、ウイルスが持つ遺伝子の系統によりビクトリア系統と山形系

統に分類される。 

当センターでは毎年、インフルエンザの患者さんから採取された検体を

用いて、県内で流行しているインフルエンザの種類を調べている。

2012/2013 シーズンは、12 月から 3 月までは香港型（H3N2）が流行の主

流であったが、3 月以降は B 型が主流となり、ビクトリア系統および山形

系統の二つの系統が流行していた。 

季節性インフルエンザの感染予防にはワクチン接種、うがい、手洗いな

どが効果的である。また、体の抵抗力が低下すると感染しやすくなるため、

栄養、睡眠、休息を十分にとることも重要である。 

 


